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お も な 内 容お も な 内 容
●平成22年度事業報告
●平成22年度一般会計資金収支計算書
●障害児（者）育成会からのお知らせ
●児童文庫購入費用助成金のご案内
●愛の定期便事業のご案内
●入れ歯リサイクル運動からのお知らせ
●ペットボトルキャップのお知らせ

●地域福祉係から参加者・受講者募集
●いきがい対策係から受講者募集
●ボランティアサークルだより
●善意銀行からのお知らせ
●社会福祉協議会会員募集
●登録ヘルパー募集
●まごころコーナー

　去る3月11日に発生した東日本大震災にともない、本市では福島県等から避難された方々を霞ヶ
浦総合公園内体育館で受入しました。避難所が閉鎖に至るまでの間、ボランティア活動をしていた
だきました皆さまに心から感謝を申し上げます。また、多くの皆さまからの救援物資の提供や温
かい励ましの言葉をいただき誠にありがとうございました。心から厚くお礼申し上げます。

水郷体育館避難所におけるボランティア活動等のお礼について水郷体育館避難所におけるボランティア活動等のお礼について水郷体育館避難所におけるボランティア活動等のお礼について
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地
域
福
祉
活
動
の
推
進
と
充
実
の
た
め
に
各
種
事
業
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
を
次
の
と
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

◆
生
き
が
い
健
康
づ
く
り

　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
部
門
を
は
じ
め
、
芸
能
部
門
、
趣
味
部

門
な
ど
に
お
い
て
、
多
様
な
事
業
を
展
開

し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
健
康

の
増
進
を
図
り
ま
し
た
。

◆
趣
味
づ
く
り

　

新
し
い
趣
味
を
通
し
て
の
健
康
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
、
健
康

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

教
室
、
は
じ
め
て
の
野
菜
づ
く
り
教
室
、

は
じ
め
て
の
編
み
も
の
教
室
、
健
康
ボ
ウ

リ
ン
グ
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
高
齢
者
福
祉
講
座
・
長
寿
大
学

　

文
化
・
健
康
・
環
境
等
の
幅
広
い
知
識

を
修
得
し
、
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
そ
の
助
長
に
努
め
ま
し
た
。

◆
友
愛
サ
ー
ビ
ス

　

人
と
人
と
が
助
け
合
う
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、『
市
民
ど
う

し
の
助
け
合
い
』
に
よ
る
家
事
援
助
（
食

事
の
し
た
く
・
洗
濯
・
掃
除
・
買
い
物
）

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。
利
用

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
会
員
と
の
心
の
交
流
や
活
動
に
大
変

好
評
を
得
ま
し
た
。

◆
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
お
も

ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
作
り
の
お

も
ち
ゃ
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達

を
促
進
し
、
ま
た
、
子
育
て
の
情
報
交
換

の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

保
育
施
設
へ
の
送
迎
や
学
童
保
育
終
了

後
の
保
育
、
産
前
産
後
の
家
事
援
助
な
ど

市
民
同
士
が
助
け
合
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
子
育
て
を
支
援
し
ま
し
た
。

◆
地
域
介
護
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

　

市
内
在
住
中
学
生
以
上
の
方
を
対
象
に
、

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
、
介
護
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
、
福
祉
活
動
へ
の
参
画
の
き
っ

か
け
づ
く
り
や
家
庭
介
護
力
の
増
強
と
生

き
が
い
の
あ
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

◆
青
少
年
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生
、大
学
生
、

専
門
学
校
生
を
対
象
に
、
保
育
所
や
福
祉

施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
を
と

お
し
て
、
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
た
豊

か
な
人
間
性
の
育
成
を
目
的
に
開
催
し
ま

し
た
。

◆
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
仲
間
づ
く
り
や

世
代
間
の
交
流
を
と
お
し
て
、
地
域
の

方
々
の
健
康
維
持
や
生
活
意
欲
の
向
上
な

ど
を
目
的
と
し
、
各
町
内
で
サ
ロ
ン
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す

る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

様
々
な
相
談
や
調
整
を
行
い
、
点
字
点

訳
・
音
訳
・
傾
聴
・
手
話
・
要
約
筆
記
・

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
地
域
を
支

え
る
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

◆
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練

　

土
浦
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
災

害
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
窓
口
と
し

て
設
置
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
職
員
相
互
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に

よ
る
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
障
害
児
（
者
）
交
流
キ
ャ
ン
プ

　

障
害
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
の
相
互
交

流
を
目
的
と
し
て
、
総
勢
146
名
の
皆
さ
ん

に
参
加
を
い
た
だ
き
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
を
行
う
な
ど
楽
し
く
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
事
業
報
告

高齢者スポーツ大会

おもちゃライブラリー

地域介護ヘルパー養成講座

ふれあい・いきいきサロン
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◆
福
祉
体
験
キ
ャ
ン
プ

　

小
学
生
（
４
年
生
以
上
）
を
対
象
に
、

人
と
人
と
の
助
け
合
い
を
テ
ー
マ
に
、
一

泊
二
日
で
福
祉
体
験
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま

し
た
。
体
験
キ
ャ
ン
プ
を
終
了
し
、
満
足

げ
に
自
宅
へ
向
か
う
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
支
部

　

市
内
８
ヶ
所
の
社
協
支
部
は
、
福
祉
活

動
を
展
開
す
る
う
え
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
連
携
、
さ
ら
に
は
「
ふ
れ
あ
い
」
を

大
切
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
会
食
会
を
は
じ

め
、
研
修
会
・
児
童
福
祉
活
動
の
支
援
・

福
祉
の
相
談
な
ど
、
継
続
的
に
事
業
を
展

開
し
ま
し
た
。

◆
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
を
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
支
え
合
う
た
め
の
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
継
続
的
に
推
進
し
、
医

師
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
保
健
所
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
地

域
ケ
ア
体
制
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
お
祝
い
の
集
い

　

土
浦
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
絡
協
議
会
と

の
共
催
で
、
小
学
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
児
童
に
、
入
学
祝
い
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
カ
エ
ル
の
人
形
劇
の
鑑
賞
に

よ
り
、
あ
い
さ
つ
や
、
交
通
安
全
に
つ
い

て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神

障
害
者
な
ど
で
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
に
対
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申

し
込
み
や
契
約
手
続
き
、
日
常
的
な
お
金

の
出
し
入
れ
、
預
金
通
帳
等
の
預
か
り
な

ど
を
行
い
、日
常
生
活
を
支
援
し
ま
し
た
。

◆
障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

障
害
の
あ
る
方
が
日
中
の
活
動
の
場
と

し
て
、
創
作
活
動
を
は
じ
め
、
身
体
機
能

の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
に
機
能
訓
練

（
リ
ハ
ビ
リ
）
を
行
う
な
ど
、
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
自
立
生
活
が
送
れ

る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
を
続
け
て
い
く
た

め
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
に
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
の
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
も
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
、
充
実
し
た
ケ
ア
体
制
を
作

る
た
め
の
助
言
や
、
関
係
機
関
と
の
調
整

を
行
う
な
ど
、
介
護
予
防
の
推
進
に
努
め

ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
事
業
関
係

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方

を
対
象
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
を
は
じ
め
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
家
事
援
助
・
身
体
介

護
の
提
供
を
し
ま
し
た
。ま
た
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
は
、
食
事
・
入
浴
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
送
迎
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
の
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

◆
福
祉
施
設
等
の
管
理
運
営
・
事
業
の
実
施

　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
施
設
の
管
理
運
営
の

外
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
が
み
ね
の
管

理
運
営
及
び
水
泳
教
室
を
開
催
し
、
健
康

増
進
に
寄
与
し
ま
し
た
。

宅配ボランティア合同研修

老人福祉センター「湖畔荘」

《平成22年度　一般会計資金収支計算書》
収入合計　740,239,814円 支出合計　740,239,814円

介護保険・
障害福祉サービス事業
223,286,055

当期末支払資金残高
47,835,254

自主財源
47,722,432

補助金収入
132,626,000

受託金収入
154,076,650

指定管理料
収入

98,541,000

介護保険・
自立支援給付費等収入
166,937,698

事業収入・貸付事業等収入
28,923,311

負担金収入
28,843,500

経理区分間・会計単位間
繰入金収入
26,259,181

その他の収入
9,616,007

前期末支払資金残高
46,694,035

その他の支出
716,840

施設管理運営事業
102,020,544

地域包括
支援センター事業
45,898,884

法人運営事業
182,833,083 地域福祉推進事業

79,659,140
高齢福祉事業
8,105,896
児童福祉事業
5,161,734
障害福祉事業
27,391,407
母子寡婦父子福祉事業
1,666,364
ボランティアセンター
活動推進事業
12,587,140

要支援対策事業
3,077,473
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土浦市障害児（者）育成会は、
障害児福祉の推進のために福祉団体の活動支援や

次のような事業を支援しています。

土浦市障害児（者）育成会は、
障害児福祉の推進のために福祉団体の活動支援や

次のような事業を支援しています。

土浦市障害児（者）育成会は、
障害児福祉の推進のために福祉団体の活動支援や

次のような事業を支援しています。

・土浦市肢体不自由児（者）父母の会
・土浦市手をつなぐ育成会
・土浦市重症心身障害児（者）を守る会
・土浦市自閉症児（者）親の会
・土浦市療育支援センターつくし親の会
・土浦市つくしの家父母の会
・土浦市教育研究会特別支援教育研究部
・障害児（者）交流キャンプ実行委員会
・障害児（者）を励ます新年の集い実行委員会
・土浦市視覚障害者福祉協会
・その他障害福祉活動をする団体

　市内小中学校合同の校外学習など、日頃、一堂に会し活動することが少ない児童・生
徒が、共に活動して交流を深めるための事業

対象団体

主な支援事業
教育研究会特別支援研究部

　障害児（者）が多くの仲間と夏の2日間を楽しく過ごすとともに、親が子の問題や日
常生活の悩みを話し合いながら、相互交流の理解を深めるための事業

障害児（者）交流キャンプ

　新たな年の輝かしい門出に当たり、障害児（者）とその家族が、一堂に会して交流を
深め、社会の一員である自覚を持つとともに、一般の人々に障害児（者）に対する理解
を深めていくための事業

障害児（者）を励ます新年の集い

　障害児（者）団体相互の交流を図るための事業
各種団体の研修及びレクリェ－ション

　障害児（者）団体等の活動を支援するとともに、広く市民の皆さまの理解を深め、障害児（者）
及びその家族の福祉の推進を図ることを目的として、民生委員児童委員が自発的に支援活動を
行う会として設立したものです。

土浦市障害児（者）育成会

育成会の会員を募集しています。（一口1,000円から）
趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。
詳しくは、下記事務局までお問合せください。

問合せ先：土浦市障害児（者）育成会事務局　（土浦市社会福祉協議会内）　☎８２１－５９９５
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児童文庫購入費用助成金のご案内児童文庫購入費用助成金のご案内児童文庫購入費用助成金のご案内

愛の定期便事業のご案内愛の定期便事業のご案内愛の定期便事業のご案内

　子どもたちの育成のために、町内会で管理する集会所などに児童文庫を設置してみませんか？社会福祉
協議会では児童文庫図書購入費の助成を行います。

■募 集 数　3町内（募集数を超えた場合は、抽選となります）
　　　　　　※市内全町内が対象ですが、平成21年度、平成22年度に
　　　　　　　助成を受けた町内は対象外です。
■交 付 額　1町内あたり3万円を限度とします。
■申込方法　平成23年7月29日（金）までにお電話でお申込ください。
■問合せ先　社会福祉協議会　地域福祉係まで（☎821－5995）

入れ歯リサイクル運動に
ご協力いただき

ありがとうございました

入れ歯リサイクル運動に
ご協力いただき

ありがとうございました

ペットボトルキャップのお知らせペットボトルキャップのお知らせペットボトルキャップのお知らせ
　世界の子どもたちにワクチンを贈る活動とゴミ
の減量につながる飲料用ペットボトルキャップの
再資源化について、市内の皆さまよりお預かりし
ました「キャップ」が、次のとおりワクチンとし
て役立てられますので、お知らせいたします。
　ご協力ありがとうございました。

■個数（約）　３２８，４００個【821㎏】

■ワクチン　　４１０人分
※上記個数は、平成22年12月21日から平成23年
3月3日までにお預かりしたものです。
※キャップの累計１，４０９，６００個

■問合せ先
社会福祉協議会　地域福祉係まで
（☎821－5995）

　不用となっている入れ歯のリサイクルにより生
じた益金が、日本ユニセフ協会及び当協議会の善
意銀行へ寄付され、地域福
祉の向上を目的とする社会
福祉事業に役立てられてい
ます。
　平成22年4月1日から平成
23年3月31日までにご協力
いただきました不要入れ歯
は、金51.2g、パラジウム
13.1g、銀39.5g、プラチナ
0.7gの合計215,742円を日
本ユニセフ協会及び当協議
会にご寄付いただきました。
　今後も皆様のご協力をお
願いいたします。

～乳製品を配布しながら安否を確認し、孤独感を解消します～～乳製品を配布しながら安否を確認し、孤独感を解消します～

《ご利用いただける方》
65歳以上のお一人暮らしの方で、健康に不安のある方。
※ただし、以下の方は利用できません。
　・訪問ヘルパーやデイサービス等の介護保険サービスを、
　　週2回以上受けている方。
　・市の配食サービスを利用している方。
■問合せ先
社会福祉協議会　いきがい対策係まで　（☎821－5995）

○週に2回、ご自宅にお届けします
○お元気にされているか確認します
○乳製品飲料が選べます
○費用はかかりません
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ひとり親家庭「親子ふれあいの集い」日帰りバス旅行参加者募集
～夏休みの一日を親子で楽しく過ごしましょう！～

●と　　き　平成23年7月30日（土）
　　　　　　9：00出発　16：00帰着予定
●と こ ろ　ポティロンの森（稲敷市）
●内　　容　パンとバター作り体験と自由散策
●対　　象　市内に居住するひとり親家庭の親子
　　　　　　(中学生まで)
●定　　員　30組（先着順）

●参 加 費　中学生以上1,000円
　　　　　　小学生以下500円（3歳未満無料）
●申込方法　電話でお申込みください。
●申込期間　6月22日（水）から7月6日（水）
●問合せ先　社会福祉協議会　地域福祉係まで
　　　　　　（☎821－5995）

青少年ワークショップ（青少年福祉体験）参加者募集
　誰もがもっているいたわりの気持ちを、ごくあたりまえに、ごく自然な行動に移すことが大
切です。今年の夏は青少年ワークショップに参加して、施設での活動を体験してみませんか！
●対　　象　市内に居住または通学する
　　　　　　高校生・大学生・専門学校生
●と　　き　事前研修　平成23年7月24日（日）
　　　　　　ワークショップ　平成23年8月4日（木）・5日（金）
●定　　員　30人
●参 加 費　無料（昼食実費負担あり）
●申込方法　電話でお申込みください。

※申込みの際、住所・氏名・年齢・電話番
号・学校名（学年）・希望コース名（第
2希望まで）をお知らせください。

●活動場所　次の4コースからお選びください。

　Ａ：保育所でのボランティア活動
　Ｂ：療育支援センターでのボランティア活動
　Ｃ：デイサービスセンターうららでのボランティア活動
　Ｄ：障害者自立支援センターでのボランティア活動

※ただし、希望した活動コースと実際の活動コースが変わる場合があ
りますので、あらかじめご了承ください。

●申込締切　7月12日（火）
●問合せ先　社会福祉協議会　地域福祉係まで
　　　　　　（☎821－5995）

福祉体験キャンプ参加者募集
～みんな集まれ！！！～

●と　　き　平成23年8月10日(水)から11日(木)
　　　　　　【1泊2日】
●と こ ろ　宿泊：茨城県立中央青年の家
　　　　　　（土浦市永井987）
●内　　容　児童の社会福祉に対する理解と関心を

高め、思いやりとやさしさを培うため
に体験学習をします。

●対　　象　市内に居住する小学4年生から6年生ま
で

●定　　員　90人（定員を超えたときは抽選）
●参 加 費　500円
●申込方法　往復はがきに学校名・学年・性別・住所・

児童および保護者の氏名（ふりがな）・電
話番号を記入の上、お申込みください。

　　　　　　※はがき一枚につき申込みは一人のみ
●申込締切　7月1日（金）【必着】
●問合せ先　社会福祉協議会　地域福祉係まで
　　　　　　（☎821－5995）

傾聴ボランティア養成講座受講者募集
　高齢者や障害者の方など援助を必要とする方に耳を傾け、共感と心のケアを行うボラン
ティア養成講座です。この講座では、福祉施設等で活動していただく傾聴ボランティアに必要
な「話しの聞き方」や「認知症の方への接し方」などについて学びます。
　講座終了後は、希望により福祉施設等での傾聴ボランティア活動をご紹介します。
●と　　き　平成23年9月6日（火）から10月4日（火）

毎週火曜日　全5回
　　　　　　10：00から12：00
●と こ ろ　土浦市総合福祉会館4階　講義講習室
●定　　員　30人（先着順）

●受 講 料　100円（テキスト代）
●申込方法　電話でお申込みください。
●申込期間　7月1日（金）から7月29日（金）
●問合せ先　社会福祉協議会　地域福祉係まで
　　　　　　（☎821－5995）

地域福祉係から　参加者・受講者募集地域福祉係から　参加者・受講者募集地域福祉係から　参加者・受講者募集
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　スポーツ吹矢を楽しみながら、腹式・胸式呼吸を行うことにより、高齢者の様々な健康的
効果を図ります。
●と　　き　平成23年7月27日、8月3日、10日、17日、24日、31日、9月

7日、21日、28日、10月7日の全10回　13：30から15：30
●と こ ろ　新治地区公民館

●対　　象　市内に居住するおおむね60歳以上の方
●定　　員　20人（定員を超えたときは抽選）
●参 加 費　2,000円（マウスピース代等）

　シニア世代を対象に、秋・冬野菜の種まき、苗植え、収穫など行いながら、健康づくりと
仲間づくりを推進します。
●と　　き　平成23年9月3日、17日、10月1日、15日、29日、

11月5日、19日、12月3日、17日、平成24年1月
14日の全10回　９：30から11：30

●と こ ろ　新治総合福祉センター

●対　　象　市内に居住するおおむね50歳以上の農
作業未経験者

●定　　員　30人（定員を超えたときは抽選）
●参 加 費　2,000円（材料費等）

　生涯スポーツとして誕生したミニテニスは、幅広い年齢層で楽しめることから、高齢者の
健康づくりと仲間づくりに最適です。
●と　　き　平成23年9月1日から10月6日（毎週木

曜日）の全6回　13：30から15：30
●と こ ろ　新治トレーニングセンター

●申込方法　往復はがきで『○○○○○教室』受講希望と明記し、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号を記入の上、お申込みください（連名での申込はできません）。

●申込締切　7月8日（金）〔必着〕
●問合せ先　社会福祉協議会　いきがい対策係まで（☎821－5995）

さくら会　
　さくら会は、4班のグループに分かれて、ひとり暮らしの高
齢者世帯にお弁当を配達しています。作る人たちは高齢者の健
康を考えた献立を作成したり、食品の切り方一つでも自分の歯
でよく食べられるように工夫をしています。宅配で聞かれる言
葉があります。「おいしかったよ」「いつも持ってきてくれてあ
りがとう」と感謝されています。また、笑顔も美しいです。
　お弁当を作りに行く日は、太陽がきらきら光って眩しい日
のとき、雨風が強くて行くだけでも大変なときもありますが、
待っている人の笑顔で頑張ることができるのです。
　お弁当を作る人たち全員の心温かい優しさが、食事作りに
つながっています。お弁当を運ぶ人たちも優しく、丁寧に接
し、訪問しているのも幸せです。
　お弁当を作る人も運ぶ人も全員が協力してボランティアに
参加できるよう、健康に留意して活動していきたいです。

　　活動日時：毎月第2・4金曜日　9：00～13：00
　　活動場所：四中地区公民館

コスモスの会　
　コスモスの会は、平成4年に設立されたボランティア団体
で、三中地区にお住まいの高齢者に、月2回手作りのお弁当を
お届けしています。現在40名の会員がおり、2班に分かれて活
動しています。活動開始から17年も経過しますと、お弁当を
受ける方、会員も大分メンバーチェンジをしましたが、おい
しく安心して召し上がっていただけるお弁当を作るという精
神は、受け継がれてきました。季節ごとに献立を考え、旬の食
材を使うよう心掛け、当然のことながら食中毒には十分気を
つけております。毎回お弁当の出来ばえに自画自賛しており
ますが、配達先で「いつもおいしいお弁当をありがとう」と
言っていただけると、コスモスの会の一員で良かったと思い
ます。また、お弁当の上には、当番の方が絵やイラスト、頭の体
操のクイズなど工夫をこらした上掛けをし、大変喜ばれてい
ます。

　　活動日時：毎月第1・3木曜日　9：00～13：30
　　活動場所：三中地区公民館

●対　　象　市内に居住するおおむね50歳以上の方
●定　　員　20人（定員を超えたときは抽選）
●参 加 費　1,000円（材料費等）

手作りのお弁当をお届けして17年手作り弁当の宅配活動

ボランティアサークルだよりボランティアサークルだよりボランティアサークルだよりボランティアサークルだより
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〈物　品〉平成23年3月5日～5月20日

〈金　銭〉平成23年3月5日～5月20日
名　　　　　　称

一中地区民生委員児童委員協議会
土 浦 友 の 会
株式会社ユハラ・土浦環ライオンズクラブ
土 浦 地 域 労 働 者 福 祉 協 議 会
荒 川 沖 小 学 校 職 員 一 同
平成22年度　土浦小学校　卒業生

金額（円）
4,162円
5,000円

1,000,000円
70,000円
120,000円
14,757円

名　　　　　　称
坂 入 恒 子
上 大 津 婦 人 会
日 本 入 れ 歯 リ サ イ ク ル 協 会
Ｊ Ａ 土 浦 女 性 部
土 浦 協 同 病 院 　 看 護 師 会

金額（円）
6,310円
3,493円
86,297円
99,410円
79,910円

名　　　　　　称
茨 城 県 県 南 生 涯 学 習 セ ン タ ー
一 中 地 区 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会
悠 遊 庵 　 さ ん ぽ み ち
都 和 中 地 区 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会
四 中 地 区 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会
む つ み の 会

名　　　　　　称
中 村 南 三 丁 目 　 か け は し 会
三 中 地 区 公 民 館
プ リ マ ハ ム 株 式 会 社 　 茨 城 工 場
永 国 東 社 会 学 級
荒 　 木 　 佐 代 子
西 根 南 二 丁 目 　 竹 寿 会

善 意 銀 行　　まごころコーナー　　（敬称略）善 意 銀 行　　まごころコーナー　　（敬称略）
ご協力ありがとうございました。

ホームヘルパー2級以上の資
格を有し、かつ普通自動車免
許をお持ちの方で、マイカー
によるヘルパー活動のできる
方を募集します。

社会福祉協議会　訪問介護係（☎824－9444）

　善意銀行活動は、誰もが安心して暮らせる福祉の
まちづくりを進めるため、市民の皆様からの温かい
ご芳志をお預かりし、福祉の援助を必要とされてい
る方々や当協議会が推進する地域福祉事業のために
有効に活用をさせていただいております。
　平成22年度は、当協議会の下記の事業に活用をさ
せていただきました。

1,626,032円

139,784円

375,931円

183,148円

331,896円

1,840,485円

534,000円

920,991円

5,952,267円

老 人 福 祉 活 動 事 業

障 害 者・児 福 祉 活 動 事 業

児 童・青 少 年 福 祉 活 動 事 業

母 子・父 子 福 祉 活 動 事 業

福 祉 育 成・援 助 活 動 事 業

ボランティアセンター活動推進事業

交 通 遺 児 等 福 祉 基 金 事 業

そ の 他（指 定 寄 付）※

合　　　　計

事 業 名 決 算 額

※指定寄付につきましては、預託者より指定された
事業及び団体に払出しをさせていただきました。

善意銀行からのお知らせ善意銀行からのお知らせ善意銀行からのお知らせ土浦市社会福祉協議会
会 員 募 集

土浦市社会福祉協議会
会 員 募 集

土浦市社会福祉協議会
会 員 募 集

　土浦市社会福祉協議会（略称…社協）は、「誰もが
安心して暮らせる福祉のまちづくり」に取り組むため、
市民の皆様一人ひとりにご参加いただき、地域福祉活
動の推進に努めております。
　皆様にご協力いただく社協会費は、各地域の高齢者
生きがい対策事業をはじめ福祉分野に理解を深めるこ
とを目的とする児童福祉
体験講座など、福祉事業
を展開するうえで、貴重
な財源となっておりま
す。
　今年度につきましても
地域福祉活動の充実を図
るため、趣旨ご理解のう
え社協会員（1世帯1口
500円）としてご支援ご
協力くださいますようお
願いいたします。


